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研究テーマ
• 周期関係式
• 円周率

研究テーマの概要
20世紀の始めにラマヌジャンという, 風変わりな公式を数多く発見した数学者がいました. そうし
た公式の周辺, たとえばモジュラ関数, 超幾何関数などの特殊関数とそれに付随したモジュラ方程式
や微分方程式なんかを私は研究しています. 一般論よりも個別の対象を調べるのが好きです. 興味を
持っている具体的なテーマは, 円周率の新しい計算アルゴリズム (反復アルゴリズムや級数表示)など
です.

たとえば cn を漸化式 n2cn + (−11n2 + 11n − 3)cn−1 − (n − 1)2cn−2 = 0. （1, 3, 19, 147, 1251,

11253, 104959, . . . ) で定義し, f(r) :=
∑∞
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n とおくと, r1, r2 が (ϕ5 + r1)(ϕ
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, 次が成立します:
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この関係式から次の円周率の反復公式が導かれます:
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an = rn(1− 2rn + 4r2n − 3r3n + r4n),

bn = 1 + 3rn + 4r2n + 2r3n + r4n.
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次の表でみるように, この公式は 5次収束します.

n 1
π − 2 · 5nBn n 1

π − 2 · 5nBn n 1
π − 2 · 5nBn

0 −2.2 · 10−2 3 −1.0 · 10−338 6 −2.7 · 10−42632

1 −1.1 · 10−12 4 −2.1 · 10−1702 7 −1.2 · 10−213178

2 −1.5 · 10−66 5 −1.3 · 10−8523 8 −8.2 · 10−1065913
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